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BOmb Casualty ConlmissiOn(ABCC,広 島は1947年 ,

長崎は1948年設 :セ )で ある。ABCcは アメリカ政府に

よらて運営され, 日本側も国立予防衛生研究所の支所

を広島,長崎の ABCC内 に設置(1948年 )し てこれに協

力した。1975年には組織が変更されて名称も「放射線

影響研究所 ;Radhtion E∬ ccts Research FoundatiOn

(RERF)Jと 改められ, 日米両国政府の共同運営とな

2て いる。運営の主体は変わったが,研究調査の内容

ヤまABCC Dt代 の事業をそのまま引き継ぎ, 活発な活
動を続けて今日に至っている。

RERFが 実施する調査研究活動の日的にとって,被
爆者が受けた放射線量を確度高く知ることは第一義的
に重要なことである.こ れは当初から世界の科学者の

関心事であったが,1965年 に ア メリカの Oak Ridge

National LabOratory(ORNL)の 科学者によって初め

て線量の評fIシ ステムが提 案 され た。 これを T65D
(Tentalve 1965 DOses)と いう。 今日まで RERFの
研究調査で使用されている線量はこの評価システムに

よって計算されたものである。

ORNLの 科学者が T65Dの 根拠としたのは,「 Ichiban

PrOieCtJと いう大規模な実験プロジェクトの結果 |こ よ

るものである。このプロジェクトは,Nevada核実験場
における長崎型原爆のテス ト,高いt/1に 裸の小型原子

炉あるいは強力な 60c。
線源を設置した大がか りな実

験, 日本家屋を建てて行った遮蔽実験,等を含むもの

であった。このプロジェクトから得られた結果を広島
と長崎の場合にあてはめて放射線量を推定 したのヵ:

T65Dである。このフい ジェクトの リー ダーは J:A.

Auxlerであ ,た。

*厚生省「 原爆に よる線量の評価検討委員会J委 員長
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日米原爆線量再評価検討委員会報告書について
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―日米原爆線量再評価検討委員会報告書 は,本文約

460頁 (英 文),付録約650頁 (英 文)か ら成 り,本 文は序

文(Preface),歴 史的展望 (HもtoHcal Revttw),総括

(Execut市 e Summary)に 続いて9章に分かれている。

これらはそれぞれ日米両国から選ばれた数名の専門家

によって書かれたもので,そ の内容は高度に専門的で

あって全体を理解することは容易でない。

本稿は, この『報告書』の全体像を把握するために,

線量再評価が必要になった理由と,新 しい評価システ

ムDS 86に よって得られた結果のうち特長的なものに

ついて,従来の評価システムT65Dと 比較しながら述
べ,次いで各章の概要を述べる。

ただし,本稿では『報告書』の内容を必ずしも適切に

反映しているとはいぇないので,内容の正確な把握を

望まれる方は『報告書』そのものを読んで頂きたい。

I.原爆線量の再検討に至るまでの経緯

1945年 8月 6日 広島に原爆が投下された直後から,

日本の科学者は直ちに現地に入り,被害の情況を調査

した。広島に最初に入った科学者は(財 )理化学研究所

の仁科芳雄博士(8月 8日 )と 京都大学の荒勝文策教授

(8月 10日 )であった。その後,小 グループで理研および

大学の調査班が派遣された。 9月 になって日本学術研

究会議(現 在の日本学術会議の前身)が大規模な調査班

を組織して現地に派遣した。これらの調査結果は「原

子爆弾災害調査報告書J(日 本学術振興会1953年 )に収

録されているが,誠に貴重な資料である。アメリカの

H Truman大 統領は, 広島・長崎の被爆者を長期間追

跡調査することの重要性に鑑み,NatiOnal Academy

of Scた nces(NAS)に 対してその方策を立案するよう

命じた。NASの 勧告に基づき設立されたのが AtOmに
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1970年代になると,こ の T65Dに 対していろいろな

問題や矛盾が指摘されるようになった。1976年 HH
Rossiは ,T65D l~よ る中性子線量を基にしてリスク係

数を計算し, これを用いて最大許容線量の中性子に対
~す

るリスクを計算すると,最大許容線量のγ線の場合

より1桁 も大きくなるので,中性子に対する許容限度

を1桁下げるべきであると主張した。また,」 Marcum
は,T65Dに おいては日本家屋のγ線に対する透過率

を距離に無関係に,広島では09,長崎そは081と して
いるが,こ の値は約/にすべきであると主張した。
W C Roescllは ,1987年 4月 に開かれた NatiOnal

Council of RadiatiOn PrOtectiOn and Meぉ uremen憾

(NCRP)の 年次総会で,T65Dの 計算システムには大

きな誤 りがあることを次のように示した。すなわち,

Ncvadq_に おける4回の小型原爆実験(Hardtack)の 空 _
中線量濃1定値 および広島。長崎の T65D計算値の距筆

別分布は,単純に爆弾の出力を基準化したた1+モ 1ま 全

く一致しないで,非常に異なった分古の仕方をして

る。このことは,放出される故身チ隷E主■云者ε生方

が爆弾によって大いに異な 0,あ る情■,tと で行お

れた原爆の実験結果を,生力だ:二 を勇露 してtの 尋合

にあてはめることは間違いであることを明瞭l~示 した

ものである。   ~
こうしたことか ら,T65Dに は非常に大きな誤差が含

まれていることが指摘されていた頃,偶然に広島型原

爆の レプリカが発 見 され た。一方,W E Preegが広

島。長崎爆弾から放出された中性子の スペクトルを計

算し,こ れを友人に宛てた手紙の形で発表した(1976

年)。 この スペクトルを基にして中性子線の空中の伝

播をコー ド計算すると,T65Dと 大いに異なる結果と

なった。

このようにして線量の評価方法を再検討する必要が

あることが痛感され,ア メリカでは1981年 に F Christy

を座長 とする線量再評価検討委員会 (付 録 a参 照)が

設置され,ま たその結果を評価吟味するための上級委

員会 (Re宙ew Committec)(付 録 b参照)を NASに 設

置し,その座長に F Se■z力 t就 いた。

これに対応 して, 日本側においても厚生省に検討委

員会(付 録 c参 照)と 上級委員 会(付 録 d参照)が組織

され,ア メリカと共同してこの問題に当たることにな

った。この問題は日米の科学者の緊密な協力がなけれ

ば解決しないからである。日本側の両委員会の委員長

は田島英三が就任 した。

日米の合同 ワークショップはこれまで 4回開かれた

(1983年に 2回,1984年 と1986年に各 1回 )。 これらの

全体会議の1ま かに,日 米の科学者による小人数の会合

も何回か持たれたcそ して,1986年 の 3月 に開かれた

日米合同の上級委員会において新 しい線量評価システ
ムを承認した,こ 4を DS86(D_imetry System 1986)

と名

`=:■

 RERFは この計算方式に基づいて直ちに被

曝線量の計算を霊始するよう要望するという内容の共

同ステートメン トを発表した。その声明の中で,「我
々は現在の科学水準からみて,こ の計算方式が最 良の

ものと
=し

てぉ り 今後における研究の進展によって

修正■必要となるかもしれないが,大 きな変更はない

もつと考えて■る。」と述べている。

I D“ 6の主要な計算結果

と T65Dと の比較

年■Eξ 発
`貫

寺に生 した放射線は,起爆剤(火 薬)

F爆姜 ]曇
=～

三|■ 用を起こしながら気中に放出され

モ=ま 菫さi■ たま射線 1ま ,大気中の空気分子と作用 し,

[●
=ギ をつ 1・ なtiら 伝播 して家屋等の遮蔽物に達

十モ,こ こでまた電互作用を起こしながら被爆者の身
fI妻 百にテ:達 し 身イ本の組織と再び相互作用を起こし

て臓話 ,こ 三し そE資器に線量を与えることになる。

ここで 〔二[===を 即発放射線という。一方,核分

髪■1■ t́=`共 に上 昇 し,そ の過程でγ線を放出す

る[ま た運≒=亡子も僅かではあるが放出される。こ

'■

らのま
==を

遅発放射線という。遅発放射線 も即発

扶著線と言環 ]重程を経て,臓器に線量を与える。

D涎6、 ま 上ε諸過程をすべて物理的素過程に基づ

いて計算 =― ドl― 組み立てたものである。そして,種
々の実装デー,F■島・長崎における測定データは,こ

の コー ドの技韮 fこ 署いられたものである。 もし,計算

と実験 をつ一致が充分でない場合には,実験に誤 りが

ないか,あ る|ヽ 二計算モデルに落度がないかを検討し

て改善を加えてぃく。このやり方は,長崎型の爆弾を

用いて Nevadaと いう特殊な情況のもとで行った実験

データを,広島と長崎の場合に適用 した T65Dの 計算
の仕方と嗅本的に異なる点である。アメリカ側は,そ
のコー ト

´
の組入立てに主要な役害Jを果たした。日本側

の貢嗽の一つ(ま ,現地の情況の調査研究である。例え

ば, 日本家屋の構造,当 日の大気状態,当時の日本人の

体格等に関する調査である。また, 日本の科学者が投

下直後から調査 した資料は今回の再評価において重要

な役割を果た した。例えば,中性子フルエンス*の決

定や原爆の 出力決

=,西
山地区,己斐・高須地区の放射

*フ ルエンスとは,単位大円断面積をもつ球に入射
する放射線粒子の数をいう。
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